
＜学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 取組事例＞ 
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教育振興運動推進事業 

※該当する内容に○ 

学校支援 
学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 

    （             ） 

学校と地域の 

協働学習 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 

○ ○   （      ○     ） 

放課後等支援 
学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 

    （             ） 

家庭教育・ 

保護者支援 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 

○    （             ） 

地域課題に応じた 

学習・交流 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 

    （             ） 

 

実施形態 

（該当に○） 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 

 ○  雫石町教育振興運動推進協議会 

実施主体・ 

場所等 

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 

  １ 雫石町中央公民館 野菊ホール 

 

 

 

 

 

○○○○・・・ 

自治体名 

取組概要 

活動内容 

震災後の地域の状況・仮設住宅数 

当町は内陸中央部に位置しており、津波浸水等の被害はなかったものの、ため池堤体の亀裂や、停電に伴う生乳の

冷却停止・集荷不能による廃棄等、酪農関係での被害が大きかった。（仮設住宅数：０） 

＜取組名＞ 東日本大震災の教訓を無にしない！ （雫石町教育振興運動実践交流会） 

学校数 

【雫石町教育振興運動実践交流会】 

 １ 目的  雫石町の子どもが健やかに成長していくよう、地域ぐるみで教育振興運動を進めるために、学校、父母、地

域民が一緒に子どもの教育環境整備を考える場として開催するものである。 

 ２ 日時  平成 25 年 12 月 7日（土） １３：００～１６：２０ 

 ３ 内容  （１）開会行事（家読標語入選児童の表彰等） 

        （２）講演会 

演題 「東日本大震災の教訓を無にしない！～あの日から学校は、そして今復興教育は～」 

講師 宮古市立宮古小学校 

                   校長  相模 貞一 氏 

        （３）活動発表・実践発表 

             大村小学校実践区 

        （４）実践報告 

             大村小学校実践区、下長山小学校実践区、雫石中学校実践区 

        （５）閉会行事 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

・ 岩手県内陸西部に位置し奥羽山系の山岳や高原が総面積の大部分を占める本町では、東日本大震災

による大規模災害は発生しなかった。しかし、岩手山の火山活動や土石流災害等、過去にはさまざまな自

然災害が発生している。 

・ 平成 25年 8月 9日の大雨により、町内各地で河川がはんらんし、家屋等の浸水・農地や道路の冠水・崩

落が発生し、甚大な被害を受けた。このことにより、町民の自然災害に対する不安は一段と高まっている。 

・ 地域全体で防災に対する意識を高めるとともに、地域コミュニティの構築に取り組んでいく必要がある。 

 

◇住民等からの要望・必要な取組 

・ 現在の子どもたちが置かれている状況を具体的に捉えて、地域ぐるみで子どもたちの育ちを支える仕組み

づくりが求められている。 

・ 教育振興運動実践交流会において、東日本大震災に関わる講演を実施してほしいという要望があった。 

準備段階 

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

課題解決のためのそれぞれの役割 

〈子ども〉 積極的に学習に取り組む。 

〈保護者〉 子どもとの対話時間を作る。 

〈先 生〉 5 者の話し合いの場を設ける。 

〈地 域〉 地域行事を開催し、積極的な参加を促す。 

〈行 政〉 積極的に教振推進会議等へ係わるとともに、講習会を開催する。 

 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

・ 実践区ごとに推進委員会を開催（10実践区） 

・ 子育て講演会の開催（4地区、保育・食育・弊害・成長） 

・ 各地区での世代間交流会等の実施 

・ 親子読書のつどい（読み聞かせ、講習会、レクリエーション） 

・ 教育振興運動実践交流会（講演会、実践発表、実践報告（3校）） 

体制づくり・取組の実施 

 

◇これまでの取組による成果 

・ 町内各実践において、地域ぐるみの実践活動（子育ち環境浄化の取り組み）が着実に推進されている。 

・ 子育て講演会等を通じて、多くの町民に「親子の触れ合いの大切さ」について、周知・啓発をすることがで

きた。また、実践交流会は、各実践区の今後の取り組みに対する意識を高めるとともに、震災の教訓を学

び、防災について地域全体で考える貴重な機会となった。 

◇課題や今後の展望 

・ 本町の教育振興運動は、今年度第１次推進計画（４年間）の最終年次を迎える。町内 16 実践区で、防

災や減災の視点も含めて、より地域に根ざした運動を目指し、今後も継続して取り組んでいく予定である。 

成果・課題や今後の展望 


